
　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは。2010年９月から２年間の任期で、JICAシニア海外
　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアとしてメキシコに赴任している西条市出身の松木昭
　　　　　　　　　　　　　　　　二です。任地は、首都メキシコ・シティから少し北にあるケレタ
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ市。ユネスコの世界文化遺産にも指定されている歴史ある美し
　　　　　　　　　　　　　　　　い街、そして人々のやさしい街です。職場では握手で一日が始ま
り、毎日何十回も握手をしなくてはならないのですが、ほんわかムードの良い人間関係が保たれてい
ます。また、好奇心から地元のダンスの会をのぞいてみたところ、メンバーの方々にスムーズに仲間
として受け入れていただきました。赴任当初は初めて触れる文化や慣習に戸惑うこともありましたが、
今ではメキシコ生活を十分に楽しんでいます。
　ケレタロを含むメキシコ中央高原には工業都市が点在していますが、中小企業の経営者の多くは、
経営ビジョンや戦略を始め、生産性向上、生産管理等に関する意識が低く、十分な知識を持っていな
いため、新しい技術を導入してもそれが収益の向上につながって行かないという問題を抱えています。
こういった背景から、次の３点、「１．管理会計、設備投資に関する経済（採算）性」、「２．生産
管理と生産診断チェックリスト」、「３．経営戦略の形成と計画経営」を私の2年間の活動テーマと
して設定し、配属先のカウンターパートに対して基本理論の講習とそれに関連したOJTを実施してい
ます。配属先のコンサルティング能力の向上と得意先企業の収益性の改善、ひいてはメキシコ経済の
発展に、少しでもお役に立ちたいという気持ちで日々の活動に取り組んでいます。
※カウンターパート：国際協力の場で、現地で受け入れを担当する機関や人物
※ＯＪＴ：「On the Job Training」の略で、実務経験を通じて仕事に必要な知識や技術を身に着け
　　　　　るトレーニング方法のこと

▲シニア海外ボランティア
　松木　昭二さん

松木隊員からの報告
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